
※正規分布の再生性
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従って

X1 +X2 ∼ N(µ1 + µ2, σ
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が示せた．
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が成り立つことを用いた．これは平均 −−σ2
2x+ µ1σ

2
2 − µ2σ

2
1

σ2
1 + σ2

2

，分散 (
σ1σ2√

(σ2
1 + σ2

2)
)2 に従う正規分布の確率密度

関数を全空間で積分したものであるから等号が成り立つ．
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